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ご挨拶
　株主の皆様におかれましては、平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
　ここにセイノーホールディングス株式会社第105期（2026年3月期）の中間株主通
信をお届けするにあたり一言ご挨拶申しあげます。
　当社グループは、成長と適切な資本政策によるPBR1倍超を早期に実現し、
ROE8.0％以上を目指すため、3年目となる「中長期の経営の方向性～ありたい姿と
ロードマップ2028～」のもと、成長性、収益性、資本効率のバランスを考慮した施策
を展開し、企業価値向上に向け、一丸となって邁進してまいりました。
　この中間期の結果については、売上高、営業利益、経常利益ともに過去最高となり
ました。
　これは主力である輸送事業の特積みにおいて、当社の強みである高重量帯が全体を
けん引し、適正運賃収受が進展したこと、また幹線輸送の効率化を図るなど費用削減
に努めたことに加え、MDロジス㈱の連結効果も大きく寄与しました。
　今後も、輸送事業の成長領域であるロジスティクスに注力し、「On Behalf」（お客様
の成り代わり）提案により、顧客価値を最大化させることで取扱貨物の創出を図り、
ワンストップでサービスを展開してまいります。
　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援、ご鞭撻を賜りますよう心よ
りお願い申しあげます。

代表取締役社長

PURPOSE 私たちの存在価値 MISSION 活動目的と使命

DREAM 私たちの共通目標 VISION 将来あるべき姿

BELIEF 私たちの信念 VALUE 日々の行動基準

すべての人に
笑顔と幸せを届ける

価値創造
～＋αの豊かさの提供～

心をつなぐ 時・氣を逸しない

傍を楽にする（※） 世界で価値を提供する
共創プラットフォームの構築

事業体としての中心概念

この世界の繁栄へ、心をつなぐ。

法“人格”の核を担う中心概念

（※）…「働く」の意訳
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連結決算ハイライト（中間期）
売上高
	 （億円）

3,985億円
前年同期比20.2％増

親会社株主に帰属する
中間（当期）純利益	 （億円）

107億円
前年同期比67.2％増

営業利益
	 （億円）

181億円
前年同期比38.4％増

経常利益
	 （億円）

184億円
前年同期比40.5％増

3,985

8,137
（予想）

第102期
2023年3月期

3,063

6,315

第104期
2025年3月期

3,316

7,373

第103期
2024年3月期

3,155

6,428

第105期
2026年3月期

■ 中間期　■ 通期

181

376
（予想）

第102期
2023年3月期

144

285

第104期
2025年3月期

130

298

第103期
2024年3月期

113

234

第105期
2026年3月期

■ 中間期　■ 通期

184

383
（予想）

第102期
2023年3月期

167

326

第104期
2025年3月期

131

281

第103期
2024年3月期

122

244

第105期
2026年3月期

■ 中間期　■ 通期

107

220
（予想）

第102期
2023年3月期

99

190

第104期
2025年3月期

64

192

第103期
2024年3月期

74

145

第105期
2026年3月期

■ 中間期　■ 通期

■ 輸送事業 77.5％
■ 自動車販売事業 13.7％
■ 物品販売事業 5.1％
■ 不動産賃貸事業 0.3％
■ その他 3.4％

連結売上高

3,985億円
（中間期）

物品販売事業
セイノー商事
西濃産業

2社

連結売上高� 203億円
前年同期比11.8％増

自動車販売事業
トヨタカローラネッツ岐阜
　　　岐阜日野自動車　など

9社

連結売上高� 545億円
前年同期比7.1％減 連結売上高�3,089億円

前年同期比28.3％増

セイノーグループ事業概要

（2025年9月30日現在）
連結子会社91社、持分法適用関連会社8社、持分法を適用していない非連結子会社および関連会社17社

連結売上高� 12億円
前年同期比5.0％増

その他
セイノー情報サービス

　トヨタホーム岐阜　など
24社

連結売上高� 135億円
前年同期比6.5％増

不動産賃貸事業

輸送事業
西濃運輸	
MDロジス

セイノースーパーエクスプレス
　　　関東運輸　など

81社
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◎�国内個人消費の停滞により、
特積みにおける取扱貨物量は
前年より減少したものの、高
重量帯を中心に適正運賃収受
が進展、またMDロジス㈱の
連結効果もあり、増収増益。

横浜支店　新ターミナルオープン
　西濃運輸㈱では、2023年より計画していた横浜支店の新築
移転計画に伴い、建設していた新ターミナルが完成し、2025
年7月より業務を開始いたしました。新ターミナルは、従来の
トラックターミナル機能に加え、倉庫保管・在庫管理・流通
加工などのロジスティクス機能を融合した「ロジ・トランス
一体型」の物流拠点として設計されております。同社が物流
業務を一貫して担うことで、お客様が本業に専念できる環境
づくりをサポートし、さらなる収益拡大を目指してまいります。

カローラ高山店　新築移転
　トヨタカローラネッツ岐阜㈱では、カローラ高山店を新築
移転いたしました。新店舗では、作業環境の改善による生産
性向上と作業時間の短縮を図るとともに、広々とした店内空
間で居心地のよい場所を提供することにより、CS向上に努め、
多くのお客様にご来店いただいております。
　また、試乗車・中古車販売の展示場も拡大し、さらなる満
足度の向上と販売台数拡大を目指してまいります。

セグメント別の概況

輸 送 事 業 自 動 車 販 売 事 業

◎�乗用車販売において、部品
供給不足による生産遅延や
モデルチェンジの狭間期によ
るメーカーの生産計画の影
響を受け、新車販売台数は
前年実績を下回り減収減益。

営業利益売上高

1,153

第104期
2025年3月期

587

第105期
2026年3月期

545

1,124
（予想）

（単位：億円）
■ 中間期　■ 通期

71

第104期
2025年3月期

44

第105期
2026年3月期

41

62
（予想）

（単位：億円）
■ 中間期　■ 通期

クラウンエステートの販売2025年6月営業開始　西濃運輸金沢支店金沢倉庫

5,541

第104期
2025年3月期

3,0892,408

第105期
2026年3月期

6,320
（予想）

（単位：億円）
■ 中間期　■ 通期

207

第104期
2025年3月期

287
（予想）

122
73

第105期
2026年3月期

（単位：億円）
■ 中間期　■ 通期

営業利益売上高

トヨタカローラネッツ岐阜　カローラ高山店西濃運輸　横浜支店
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物 品 販 売 事 業

◎�介護家庭紙を中心とした
介護用品の販売が好調に
推移。

　燃料の売上は堅調。

営業利益売上高

家庭紙販売

387

第104期
2025年3月期

181

第105期
2026年3月期

203

382
（予想）

（単位：億円）
■ 中間期　■ 通期

11

第104期
2025年3月期

5

第105期
2026年3月期

7

11
（予想）

（単位：億円）
■ 中間期　■ 通期

不 動 産 賃 貸 事 業

◎�所有する土地および跡地
利用において、利用価値
が高い賃貸マンションの
運用により増収。

営業利益売上高

23

第104期
2025年3月期

11

第105期
2026年3月期

12

24
（予想）

（単位：億円）
■ 中間期　■ 通期

17

第104期
2025年3月期

8

第105期
2026年3月期

8

17
（予想）

（単位：億円）
■ 中間期　■ 通期

そ の 他

◎�情 報 関 連 事 業 は ソ フ ト
ウェア開発が売上増加。

　�労働者派遣業やバス事業、
旅行業等も好調に推移。

営業利益売上高

ソフトウェア開発

267

第104期
2025年3月期

126

第105期
2026年3月期

135

287
（予想）

（単位：億円）
■ 中間期　■ 通期

18

第104期
2025年3月期

9

第105期
2026年3月期

12

18
（予想）

（単位：億円）
■ 中間期　■ 通期

ボヌールコート芝浦

～表紙について～

・�全日本実業団空手道選手権大会において
2種目で3位を獲得した西濃運輸空手道
部

・�トラックの燃費向上・交通事故の撲滅に
向け「エコ安全ドライブ」を実践する 
西濃運輸の営業乗務社員。月間優秀者

・�セイノーラストワンマイルによる運転技
術・安全基準・ホスピタリティの一貫教
育を受ける外国籍研修生

・�2025年4月に営業開始した西濃運輸
CREDO桶川伊那の従業員。首都圏を中
心に全国へ優れたリードタイムで迅速な
輸送サービスを提供

・�全国トヨタ販売店サービススキルコンテ
ストにおいて最高金賞を受賞したトヨタ
カローラネッツ岐阜の従業員。全国大会
出場は5回目

・�2025年9月にMDロジスがインドにて現
地法人を設立。現地物流サービスの提供
を開始したMD LOGIS CORPORATION 
INDIA PRIVATE LIMITEDの従業員
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連結財務データ（中間期） 決算短信などの詳細情報は セイノーHD　IR 検索検索

連結貸借対照表の概要（単位:億円）

連結キャッシュ・フロー計算書の概要（単位:億円）

※ 連結損益計算書はP.2「連結決算ハイライト（中間期）」およびP.3～4「セグメント別の概況」をご覧ください。

流動資産
2,129

固定資産
5,511

負債
3,331

純資産
4,309

負債・純資産合計
7,641

資産合計
7,641

負債・純資産合計
7,708

資産合計
7,708

固定資産
5,372

流動資産
2,335 負債

3,472

純資産
4,235

前連結会計年度末
（2025年3月31日）

当中間連結会計期間末
（2025年9月30日）

前連結会計年度末
（2025年3月31日）

当中間連結会計期間末
（2025年9月30日）▶ ▶

有形固定資産
4,248

無形固定資産
171

投資その他の資産
952

有形固定資産
4,341

無形固定資産
162

投資その他の資産
1,007

流動負債
2,188
固定負債
1,143
株主資本
3,675

その他の包括利益累計額
359

新株予約権
0

非支配株主持分
274

流動負債
2,322
固定負債
1,150
株主資本
3,655

その他の包括利益累計額
314

新株予約権
0

非支配株主持分
265

現金及び
現金同等物
の期首残高
753

現金及び
現金同等物の
中間期末残高
1,117営業活動

227

投資活動
△230

財務活動
365

換算差額
1

現金及び
現金同等物
の期首残高
773

現金及び
現金同等物の
中間期末残高
679

営業活動
225

投資活動
△202 財務活動

△116
換算差額
△0

前中間連結会計期間
（2024年4月1日～2024年9月30日）

当中間連結会計期間
（2025年4月1日～2025年9月30日）▶

▶
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会社情報・株式の状況（2025年9月30日現在）

会社情報会社情報
創 業 昭和5（1930）年2月11日
設 立 昭和21（1946）年11月1日
本 社 岐阜県大垣市田口町1番地
資 本 金 42,481,597,426円
事 業 内 容 1．貨物自動車運送事業

2．貨物利用運送事業
3．倉庫業
4．自動車の販売、修理等
5．燃料、紙・紙製品等の販売
6．他の事業に対する投資
7．前各号に付帯する一切の事業 他

グループ会社 連結子会社　　　　　　　　　　91社
持分法適用関連会社　　　　　　  8社
持分法を適用していない非連結子会社
および関連会社　　　　　　　　　　  17社

■所有者別株式数

金融機関
47,263,498株

その他法人
46,466,760株自己株式

33,692,782株

外国法人等
30,375,960株

金融商品取引業者
5,211,884株

187,679,783株

個人・その他
24,668,899株

役員

株式の状況株式の状況
発 行 可 能 株 式 総 数 794,524,668株
発 行 済 株 式 の 総 数 187,679,783株
単 元 株 式 数 100株
株 主 数 25,261名
大　　　　　　株　　　　　　主

株　　主　　名 持 株 数 持 株 比 率
公益財団法人田口福寿会 26,107千株 16.95％
日本マスタートラスト信託銀行株式会社 15,488 10.06
株式会社日本カストディ銀行 12,399 8.05
THE CHASE MANHATTAN BANK, N.A. 
LONDON SPECIAL ACCOUNT NO.1 9,300 6.04
株式会社十六銀行 6,120 3.97
株式会社大垣共立銀行 4,065 2.64
アドニス株式会社 3,440 2.23
岐建株式会社 3,000 1.95
セイノーホールディングス従業員持株会 2,238 1.45
田口　邦子 2,192 1.42

（注）1．�上記の他、当社保有の自己株式33,692千株（17.95％）があります。自己株式33,692千株には、
株式報酬制度「株式給付信託（BBT）」により、株式会社日本カストディ銀行（信託E口）が保
有する当社株式214千株、株式報酬制度「株式給付信託（J-ESOP）」により、株式会社日本カ
ストディ銀行（信託E口）が保有する当社株式4,074千株および「信託型従業員持株インセンティ
ブ・プラン（E-Ship®）」により、野村信託銀行株式会社（セイノーホールディングス従業員持
株会専用信託口）が保有する当社株式411千株を含めておりません。

2．持株比率は自己株式33,692千株を控除して計算しております。

代表取締役社長 田　口　義　隆
代 表 取 締 役 田　口　隆　男 事業推進部担当（自動車販売事業・関連事業）

取 締 役 髙　橋　　　智 事業推進部担当（輸送事業）兼
情報システム部担当兼CRE戦略部担当

取 締 役 丸　田　秀　実 国際戦略部担当兼
オートモーティブ・バッテリー物流事業部担当

取 締 役 野　津　信　行 財務IR部担当兼経理部担当兼
人事部担当兼コーポレート推進部担当

社 外 取 締 役 伊地知　隆　彦
社 外 取 締 役 佐　藤　真希子
取 締 役

（常勤監査等委員）
伊　藤　信　彦

社 外 取 締 役
（ 監 査 等 委 員 ）

増　田　宏　之

社 外 取 締 役
（ 監 査 等 委 員 ）

小　松　慶　子

※ ‌�佐藤真希子氏につきましては、戸籍上の氏名は、重松真希子 
であり、小松慶子氏につきましては、戸籍上の氏名は、市橋慶子
であります。

https://www.seino.co.jp/seino/shd/ https://seinodrive.seino.co.jp/

当社ホームページでは、最新の
ニュースやIR情報など、当社をご
理解いただくためのさまざまな情
報を紹介しております。

セイノーHD 検索検索 検索検索

ホームページのご案内 セイノードライブのご案内
当社の事業や取り組みなどのニュース
記事をいち早くお届けしております。

セイノードライブ
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株式に関するお手続きについて

お手続きの内容
証券会社の口座を

開設されている株主様
のお問い合わせ先

証券会社の口座を
開設されていない

株主様のお問い合わせ先
単元未満株式の買取・買増

お取引先の証券会社
三菱UFJ信託銀行

株式会社 証券代行部

住所・氏名などの変更
株式の口座振替請求
配当金受取り方法の設定
未払配当金のお支払 三菱UFJ信託銀行

株式会社 証券代行部その他株式事務について

単元未満株式（1～99株）の買取・買増について
　当社株式の市場取引は100株単位となっております。単元未満
株式をお持ちの場合、端数の株式が整理できる買取・買増制度を
設けております。
買取請求とは 買増請求とは
お持ちの単元未満株式を、当
社に対して時価で売却するこ
とができる手続きです。

お持ちの単元未満株式と合わ
せて1単元（100株）となるよ
うに、当社に対して時価で単
元未満株式の売り渡しを請求
することができる手続きです。

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで
配当金受領株主確定日 期末配当金　3月31日

中間配当金　9月30日
定 時 株 主 総 会 毎年6月
株 主 名 簿 管 理 人 三菱UFJ信託銀行株式会社

特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社
同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

〒137-8081
新東京郵便局私書箱第29号
電話　0120-232-711（通話料無料）

公 告 の 方 法 電子公告
https://www.seino.co.jp/seino/shd/koukoku/index.htm
ただし、事故その他やむを得ない事由によっ
て電子公告による公告をすることができない
場合は、日本経済新聞に掲載して行います。

セイノーホールディングス株式会社
〒503-8501
岐阜県大垣市田口町1番地
TEL 0584-82-3881（代）

株主還元情報
配当金

利益配分につきましては、中間配当を実施し、DOE（自己資本配当率）
4.0％以上を目安に年間配当を実施するよう努めてまいります。

株主メモ

毎年3月末日現在の株主様へ、保有株式数および保有期間に応じたご優待金
額のお買い物優待券（※）を贈呈いたします。
※‌�お買い物優待券とは、当社グループ会社が運営する「なっトク！セイノー

ショッピング アネックス」の専用サイトで入力することでお支払いを割
引く認証コードであり、実際の金券などは発行されません。

※お買い物優待券は毎年12月末日が有効期限です。
※特設サイトではQUOカードの取扱いも行っております。

100株以上
1,000株未満 1,000株以上

3年未満保有 700円相当 1,200円相当
3年以上継続保有（※） 1,200円相当 2,200円相当

※ �3年以上継続保有とは、権利が確定する3月末日現在の株主名簿を含む、過去の3月末日および
9月末日現在の株主名簿へ7回連続して記載されることとします。

　 �また、その期間中の株主名簿への株式数の記載が100株または1,000株を下回らない場合を、
それぞれ100株以上または1,000株以上とします。

株主優待制度
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■ 中間配当　■ 期末配当　
（円）


